
食品工場のための

生産性・品質向上セミナー
～自己評価システムで回す「維持」「改善」の仕組みづくり～

■開催日時 ： 202４年２月２２日（木） 13：00～16：0０ ＊裏面プログラム参照

■受講方法 ： Zoomによるライブ配信
■対  象 ： 食品工場の管理・監督者

食品工場における生産性セルフチェック付き！！

No 質問の分類 質問 ご回答 選択肢-1

1
在庫（原材料・完成

品）の管理

経営方針・目標に「在庫（原材
料・完成品）適正化」に関する
内容はありますか

とくにない

2
在庫（原材料・完成

品）の管理
「在庫（原材料・完成品）」の
数量は把握していますか

一部またはすべての大まかな数量
は把握しているが、正確な数量
は、棚卸しの時にならないとよく
わからない

3
在庫（原材料・完成

品）の管理

在庫（原材料・完成品）の棚卸
しに要する時間について、近い
ものを選んでください
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ビジョン（方針）の表明
中長期経営計画

工場・生産部門
年度方針と計画

各部門のKPI管理
（方針の展開）と活動

生産活動において、利益を継続的に生むためには生産性や品質の「維持」「改善」活動の“仕組み”をつくり、
回し続けることが重要です。本セミナーでは、自己評価を軸とした進め方について、食品業界ならではの基準や
ルールとの両立を図りながらTPM手法の活用について学びます。

経営方針に応える「維持」「改善」の“仕組み”



１．食品工場の特徴と課題（品質、コスト、在庫、フードロスと環境）
２．TPM・TPS・TQMのエッセンスを適用した付加価値創出
３．TPMの視点から見る成果事例
４．フードチェーンにおける工場の役割
５．食品工場のKPIと生産現場のあるべき姿
６．仕組みづくりの進め方
７．PRP・HACCPとの関連性
８．5Sとゾーニングによる現場の整備
９．工場のロスとムダの洗い出し

１０．設備管理と保全活動の役割
11.経営方針に応える維持・改善を進める組織体制づくり
12.小集団の活用による維持管理活動(事例紹介）
13.仕事を頼みたくなる魅力工場づくり
14.現状把握のための「食品工場における生産性セルフチェック」

地図入る

１．参加料

※参加料には、テキスト(資料)代が含まれております

●会員ご入会の有無は、下記HPにてご確認ください。
・（公社）日本プラントメンテナンス協会HP 
https://www.jipm.or.jp/company/memberlist/
・（一社）日本能率協会 https://list.jma-member.com/

２．参加お申込み・参加料お支払い方法
●当会HPの専用申し込みフォームよりお申し込みください
 URL：https://info-jipm.jp/    
●開催の約2週間前より、派遣窓口ご担当者様宛に請求書を送付いたします。
 開催後1ヵ月以内に、当会指定の銀行口座にお振り込みください。

 振込手数料は貴社にてご負担ください
●ご参加にはインターネット環境が必要です
 事前にZOOMとWeb会議用マイク・カメラ・スピーカーの動作確認を

 お願いいたします
●開催3日前までに参加者宛に参加用URLとテキストデータ(PDF)をメールにて
 お送りします。届かない場合は、お手数ですが当会にお問合せ下さい

３．お願い・お断り
●録音・録画に使用する機材の持込みをお断りいたします
●ご参加予定の方が当日お越しになれない場合は代理の方がご参加ください。
 代理の方の参加も不可能な場合は、下記の規程によりキャンセル料を申し受けます
 ので予めご了承ください

※キャンセル申し込み方法はメールのみ（いずれも土日曜・祝祭日は、上記日数に含まれません）
開催当日および前日の取消し：参加料全額 開催の2日前～7日前の取消し：参加料の30％

４．講座内容のお問合せ先
公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会 企画管理・調査研究部
東京都千代田区神田神保町3-3 神保町SFⅢビル5階
TEL：03-6865-6081 E-Mail：rd@jipm.or.jp

■免責事項
天災地変や伝染病の流行、受講環境、輸送機関のサービスの停止、官公庁の指示などの
当会が管理できない事由により研修内容の一部変更および中止のために生じたお客様の損害については、
当会ではその責任を負いかねます。

■個人情報に関する取り扱いについて
ご記入いただいた個人情報は、当セミナーの運営・管理・資料送付、出欠の確認等に利用いたします。また、
後日、当会より事業・サービス・セミナー等のご案内を送付させていただく場合がございます。
当会は、ご提供いただいた個人情報を当会のプライバシーポリシーに則って安全対策を施し適切に管理い
たします。当会のプライバシーポリシー、個人情報の開示・訂正・削除等の詳細につきましては、当会ホーム
ページ(http://www.jipm.or.jp/)をご覧ください。

お申込みはWEBサイトから➡  https://info-jipm.jp/

参加申込み規定・ご案内 

(公社）日本プラントメンテナンス協会 会員
(一社)日本能率協会 法人会員

２2，0００円/人(税込)
(本体価格20,000円 消費税2,000円)

一 般 29，7００円/人(税込)
(本体価格27,000円 消費税2,700円)

プログラム

講師 茅根 一照（ちのね・かずてる）

 日本プラントメンテナンス協会 主幹研究員
専門分野：TPM全般、設備エンジニアリング
大手エンジニアリング会社にて、工場自動化、上下水道プラント設備設計等を担当。その後TPMコン
サルタントとして国内外数十社のTPM活動を指導。
食品産業においては、飲料、製パン、製菓、製粉、製油等で、設備エンジニア視点からの生産性向上
支援に実績多数。
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